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『桜満開 修了式』
校長 飯野 博史

令和２年度修了式を迎えました。「直接生徒の顔を見て話をしたい」という思いから、１

年生、２年生と分散して実施しました。いろいろとあった一年でしたが、生徒たちが着実

に成長し、しっかりとした態度で修了式に臨む姿を見て嬉しい思いでいっぱいです。明日

から11日間の春休みが始まります。１年生は２年生の顔で、２年生は３年生の顔で４月６

日（火）始業式に登校してください。

１９日（金）第74回卒業式を挙行しました。９０名の卒業生たちが希望を胸に八中を巣

立っていきました。来賓、在校生の参列のない異例の卒業式でしたが、「別れの言葉」には

仲間や家族、先生方、地域の方々などへの感謝の気持ちがあふれていました。また在校生

へも「八中の伝統を引き継いでいってほしい」という熱い思いが込められていました。

■美しい花を咲かせよう

校庭の桜が満開です。日本人はとくに桜の花に愛着をもち、昔から歌に詠んだり、絵に

描いたりして親しんできました。なぜ、日本人は桜の花が好きなのでしょうか。長く寒い

冬が終わり、やっと待ち望んでいた暖かい春がやってきた、その晴れやかな気持ちをあの

淡いピンクの花びらに重ね合わせているのかもしれません。

以前、桜の花についてインターネットで調べていると、こんな質問が出ていました。「桜

の花が好きなので一年中花を見ていたい。一年中春のような暖かい地方に桜の木を植えた

らいつでも花は咲くのでしょうか」というものでした。みなさんはどう思いますか。答え

は「桜の花は寒い冬があるから開花します。寒い冬がなければ花は咲きません」というも

のでした。一年中暖かいところでは桜の花は咲かないということです。

人間も同じではないでしょうか。いつも楽しいこと、うれしいことばかりではありませ

ん。寒い冬のように、つらいことや苦しいこともたくさんあります。でも、それを経験す

るからこそ、成長し、美しい花を咲かせることができるのです。

今日のこの桜の花をしっかりと目に焼き付けてください。つらいこと、悲しいこと、困

難にぶつかったら今日のこの満開の桜の花を思い出し乗り越えていってください。来年度

のみなさんの健闘、活躍を期待しています。

保護者、地域の皆様、今年度一年間、ご支援ご協力ありがとうございました。来年度も

どうぞよろしくお願いいたします。

しらさぎ



◎年度末、いろいろな取組がありました
■学習発表会（展示の部） 3/8～3/12

授業や部活動などで、１年間にわたって制作してきた作品を展示しました。９日（火）

保護者会のあとに保護者の方にも見学していただきました。「どの作品も丁寧に仕上げてあ

り、見応えがあった」という感想をたくさんいただきました。

（生徒感想文）

・みんなのレベルが高くて、とても驚いた。今回の作品鑑賞で、初めて他学年の作品を鑑

賞したが、どの学年もとても上手で、自分も真似できるところはどんどん真似ていこう

と思った。たくさんの作品を鑑賞することができてとても良い経験だった。

■「アウトリーチプログラム」（２年生） 3/11

プロの演奏家をお招きし、一流の演奏を聴きました。

鵜木絵里さん（ソプラノ）、布施雅也さん（テノール）、松本康子さん（ピアノ）による

演奏は迫力満点、思わず音楽の世界に引き込まれました。

■「性の多様性」の授業（３年生） 3/11

３年間の「性教育」のまとめとして実施しました。ＬＧＢＴを自認する方から自らの体

験を語っていただきました。お互いの違いを認め合うことの大切さを改めて考えました。

質問もたくさん出て、有意義な授業となりました。

■「３．１１を忘れない」講演会(1,2年生) 3/11

現役の新聞記者を講師としてお招きし「新聞記者がとらえた東日本大震災」というテー

マでお話をうかがいました。「震災を風化させてはいけない」という思いを新たにしまし

た。また、日頃から防災に努めることの大切さも再確認しました。

（生徒感想文）

・改めて震災の恐ろしさを再確認することができました。とくに心に残ったのは、世間か

ら批判されても、自分が危険に陥ったとしても、自分の仕事と割り切って取材を続けた

り、写真を撮り続けたりしていた新聞記者の方々のことです。そのように信念を貫く姿

はとても格好良いと思い、尊敬しました。いち早く情報を取り入れたい、知りたい私た

ちにとって本当にありがたいと思いました。

■Ｅ組校外学習「しながわ水族館」 3/22

２２日（月）、Ｅ組の校外学習を実施しました。新型コロナウイルス感染防止のため二度

も延期となっていました。もう実施できないものと諦めていましたが、緊急事態宣言も解

除され、ようやく実現しました。卒業式を終えた３年生も参加しました。アザラシショー

やイルカショーも見学することができてみんな大喜びでした。最後にみんなで楽しい思い

出をつくることができました。

◎春季休業中の新型コロナウイルス感染症対策について
毎日心がけてください

●バランスの取れた食事、運動、休養、睡眠などで抵抗力を高めましょう。

●「換気が悪い」「密集している」「不特定多数が接触する恐れの高い場所」は避け

ましょう。

●石けんを使用し丁寧な手洗いを心がけましょう。

●マスク着用が原則です。マスクを外しての会話は控えましょう。

●毎日、健康観察カードで体調管理をしましょう。

こんなときは早めに受診して確認してください

●発熱しているとき。 ●咳が出ているとき。 ●のどの痛みがあるとき。

●家族が新型コロナウイルス感染症に感染または感染の疑いがあるとき。

※ 本人及び家族に体調不良があるとき、検査等を受けたときなど、学校に連絡し

てください。


